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長岡京市生コンクリート共通仕様書
　(総　則)

第１条　　　
（1） この仕様書は生コンクリートに適用する。ただし、この仕様書で指示しないものは、「長岡京市請負工事施工管理基準[令和８年１０月］」、「長岡京市請負工事写真管理基準［令和８年１０月］」、京都府策定の「土木工事共通仕様書（案）［令和６年４月］」（以下「共通仕様書」という。）、「土木工事施工管理基準［平成２９年９月］」（以下「施工管理基準」という。）及び土木請負工事必携の「コンクリート中の塩化物総量規制及びアルカリ骨材反応抑制対策実施要領[令和８年４月]」によるものとする。

（2） 「共通仕様書」、「施工管理基準」と重複する項目については、本仕様書が優先する。
　(適用範囲）
第２条　
　以下の各条によって工場内で十分に練り混ぜたのち出荷され、荷卸し地点まで運搬される生コンクリート（以下「コンクリート」という。）に適用する。

（注）荷卸し地点に運搬された時点のコンクリートについて規定したものであって、荷卸し後、受注者によって行われる運搬、打込み、養生など、施工に関することについては規定しない。

 （材　料）
第３条　　
コンクリートに使用する材料はすべて設計書及び共通仕様書に適合するものでなければならない。

 （品　質）
第４条　　
１．コンクリートの水セメント比　　　
　　　　水セメント比の上限値の変更に伴い呼び強度を変更する場合は、設計変更の対象としないものとする。
　　　　また、水セメント比を減ずることにより施工性が著しく低下する場合は、必要に応じて、高性能減水剤の使用等の検討を行い、監督職員の承諾を得るものとし、設計変更の対象とする。
  (品質管理）
第５条
生産者はコンクリートの品質を保証するために必要な品質管理を行い、管理試験の結果を受注者の要求に応じて提示できるようにしておかなければならない。
 （検　査）

第６条　
１．受注者は、第５条に規定するコンクリートの品質を確かめるため検査を行い、指定した品質の条項に適合すれば合格とする。
２．受注者がコンクリートの強度を検査するための試験の回数は、特殊構造物（トンネル、橋梁上部工事等）は除き、５０㎥にて１回の割合とする。
　　　　１回の試験についての結果は、任意の１運搬車から採取した試料で作った３個の供試体の試験値の平均値で表す。一つの種類のコンクリートは少なくとも３回の試験によって代表されるものとする。
３．スランプ、空気量及びその他の試験は必要に応じ適宜行うものとする。

４．特殊構造物の試験回数は設計に計上する基準によること。

 （報告及び承認）

第７条　　　
受注者は、コンクリートを現場に搬入したときは、車ごとに納入書を受領し、監督職員に提示できるよう整備しておかなければならない。　　　　　　　　　　　　

 （トラックアジテーター車の過積載防止対策等）

第８条　

１．受注者は、出荷伝票等を整理・保管し、監督職員の請求があった場合、遅滞なく提出するとともに、完成検査時に提示しなければならない。

２．トラックアジテーター車１台ごとの積載量が把握できる運搬管理表を完成検査時に提出しなければならない。
（アルカリ骨材反応抑制対策）

第９条　　
　　アルカリ骨材反応抑制対策については、「コンクリート中の塩化物総量規制及びアルカリ骨材反応抑制対策実施要領」に基づくものとする。

 （その他）

第１０条　　
　この仕様書に定めのない事項については、監督職員の指示にしたがって実施しなければならない。

